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第
十
八
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
同
項
及
び
第
二
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第

四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

第
十
九
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

条
中
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
国
土
交
通
省
及
び
財
務
省
」
を
削
る
。

附
則
第
七
条
第
七
項
中
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
を
削
り
、
同
条

第
十
一
項
中
「
第
九
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、同
条
中
第
十
二
項
を
第
十
一
項
と
し
、

第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
十
四
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
す
る
。

附
則
第
八
条
中
「
第
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
第
十
九
条
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
に
、「
第
十

九
条
第
五
項
中
」
を
「
第
十
九
条
第
四
項
中
」
に
、「
第
三
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」

を
「
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
に
、「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
中
「
第
十
九
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
二
条

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
の
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
の
」
に
、「
独
立
行
政

法
人
建
築
研
究
所
の
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
建
築
研
究
所
の
」に
、「
独
立
行
政
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究
所
の
」

を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究
所
の
」
に
、「
独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
の
」
を
「
国
立

研
究
開
発
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
の
」
に
、「
独
立
行
政
法
人
電
子
航
法
研
究
所
の
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人

電
子
航
法
研
究
所
の
」
に
改
め
る
。

第
十
二
章

環
境
省
関
係

（
環
境
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
三
条

環
境
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
有
明
海
・
八
代
海
等
総
合
調
査
評
価
委
員
会

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会

」
を
「
有
明
海
・
八
代
海
等
総
合
調
査
評
価
委
員
会
」

に
改
め
る
。

第
十
条
を
削
り
、
第
九
条
の
二
を
第
十
条
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
四
条

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
の
規
定
中
「
独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境

研
究
所
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
）

第
三
条
の
二

研
究
所
は
、
通
則
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
立
研
究
開
発
法
人
と
す
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
の
任
期
）

第
八
条

理
事
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
五
条
の
四
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
中
期
目
標

の
期
間
」
を
「
中
長
期
目
標
の
期
間
」
に
、「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
」に
、「
中
期
計
画
」

を
「
中
長
期
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
意
見

を
聴
く
と
と
も
に
」
を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
環
境
省
」
を
削
る
。

（
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
五
条

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
三
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
の
任
期
）

第
八
条

理
事
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
七
号
」
に
、「
元
本
補

て
ん
」
を
「
元
本
補

」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
主
務
省
及
び
」
及
び
「
そ
れ
ぞ
れ
環
境
省
及
び
」
を
削
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
六
条

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
施
行
日
後
の
研
究
所
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
」
に
改
め
る
。

第
十
三
章

防
衛
省
関
係

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
七
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
五
項
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
を
「
行
政
執
行
法
人
の
労
働

関
係
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
八
条

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
表
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
項
を
削
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
九
条

自
衛
隊
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
行
政
執
行
法

人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
行
政
執
行
法
人
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
行
政
執
行
法
人
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
十
条

独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を「（
行
政
執
行
法
人
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
、「
特

定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
行
政
執
行
法
人
」
に
改
め
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
長
及
び
理
事
の
任
期
等
）

第
九
条

通
則
法
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
個
別
法
で
定
め
る
期
間
は
、
四
年
と
す
る
。

２

理
事
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
中
期
目
標
の
期
間
」
と
い
う
。）の
最
後
の
事
業
年
度
」
を
「
毎
事
業
年
度
」
に
、「
当
該
中
期
目
標
の
期
間
の

次
の
中
期
目
標
の
期
間
に
係
る
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
中
期
計
画
」
を
「
翌
事
業
年
度
に
係
る

通
則
法
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
事
業
計
画
」
に
、「
当
該
次
の
中
期
目
標
の
期
間
」
を
「
翌
事
業

年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
、
防
衛
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
と
と

も
に
」
を
削
る
。

第
十
二
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
防
衛
省
」
を
削
る
。

œ�


		2014-06-12T15:17:09+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




